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－３２７－
ない注釈を付した。文一平についてはこの稿の終わりに略歴を付す。】
序文
茶とタバコはたがいに密接な関係をもっている。
すでにタバコの話はしたので，これから茶の話をしてみよう。
茶はタバコのようには一般に普及しなかったものの，文献の上で見ると，
その入って来た年代がタバコよりも何倍かは早く，その生活の上で及ぼした
影響もけっして少ないとはいえない。
茶は朝鮮固有の植物ではなく，三国時代に中国から伝来したものである。
朝鮮にも山茶（俗称は冬柏）と甘茶がなかったわけではないが，今日，普
通にいうところの茶はもともと中国の特産であり，他の文化とともに新羅に
流入して栽培されるようになったのである。
かつての日本と今日の西洋の茶種もすべて中国から伝播したものである
が，ただ前者は新羅より数世紀は後のことであり，後者は新羅より八，九世
紀は遅れているという相違がある。
後世の朝鮮人はほとんど茶をたしなむことを知らないが，昔の新羅人は相
当に愛好したようである。しかし，新羅の時代は主として僧侶の世界を中心
に茶はもてはやされたのである。
そして，高麗の時代には，茶は僧侶の世界から広く世俗の世界にも広がっ
た。しかしながら，高麗のときにもやはり今日のタバコのようには民衆化す
るには至らず，主に特権階級の一種の嗜好品として愛飲されたに留まる。
しかし，茶がたとえ一般人の常用ではなかったとしても，高麗のときに盛
行したことだけは事実である。
たとえば，王宮で行われる年中行事の儀式ではかならず酒果とともに茶を
愛用して，外国からの使臣を迎える礼節には恒礼としてご馳走とともに茶で
もってもてなした。また貴族と富豪のあいだでは茶を愛飲するために茶の道
具を集める風習がはなはだ盛んになり，それがあの高麗磁器の発達の一因と
なったのである。
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このように，新羅時代に起源をもつ飲茶の風習は高麗時代に入って一層の
盛行を見たが，李朝に至って衰退してしまった。その衰退した原因がどこに
あるかというと，仏教廃滅によるものともいわれる。
はたして，そうであろうか。仏教と関係の深かった飲茶の風習が仏教の廃
滅とともに衰退したというのはまたはなはだ自然の理だと考えられる。
しかしながら，飲茶の風習が仏教の興廃に左右されたとすれば，飲茶が確
固として社会に普及，浸透していなかったことの証拠でもあろう。茶がわが
国に入って来て，ほぼ千年たっても，それが一般民衆化しなかったのにはど
んな理由があるのだろうか。あるいは朝鮮の中には方々に甘泉が湧き出てい
るし，また主として飯湯を飲む民俗があったためではないだろうか。甘泉も
無視できないが，特に飯湯のようなものは一種の穀茶としてそのゆかしい味
わいが苦渋な薄茶に一歩も譲ることがなかったので，そのことが茶の普及に
少なからず障害となったのかもしれない。
いずれにしろ，茶は李朝に入って急転直下の勢いで衰退してしまった。茶
が衰退すると同時に茶とともに生まれた茶の道具としての高雅な陶磁器も以
前のようには製造されなくなったのである。
しかし，茶の衰退とその運命をともにした美術工芸の退歩を嘆息すること
はない。われわれが嘆息すべきなのは，むしろ一歩を踏み出して茶そのもの
を産業化させなかったことなのである。
李朝はいうまでもなく，茶を愛飲した高麗においても，どうして茶の栽培
を等閑視したのであろうか。湖南１）と嶺南２）の温暖な地は茶の栽培に最適の土
地であるはずなのに，どうしてそれを利用して大量に栽培して国際的な貿易
品をつくらなかったのか，これが一大疑問である。
それを探る目的で，われわれが古今の文献に見える茶について考察するこ
とは無益なことではないのではなかろうか。
（１）湖南：全羅北道・南道の呼称。
（２）嶺南：慶尚北道・南道の呼称。
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一．茶の伝来と仏供
茶が朝鮮に入って来たのは新羅三女王の一人である善徳女王１）の時代であ
る。
時は三国時代の末期であり，中国では茶が流行し始めた唐時代の初めに当
たり，今から千二百九十年前のことである。
茶の伝来は善徳女王の時代のことであるが，茶の盛行はそれから百八十年
ほど後の興徳王２）のときに，大廉が唐から茶種を持って来て，王命で地理山
に植えて以後のことである。『三国史記』新羅本紀興徳王三年の条に，その
顛末が記録されている。
興徳王三年。自唐廻使大廉持茶種子来。王使植地理山。茶自善徳王時有
之。至於此盛焉。（興徳王三年，唐より廻使大廉，茶の種子を持ち来る。王，
地理山に植えしむ。茶は善徳王の時より之あり。此に至って盛んなり。）
興徳王三年は西暦８２８年であり，地理山というのは今日の智異山のことで
あって，これは茶が正史の上で現われた最初である。はなはだ簡単なものだ
が，このわずか一行の記事によって，われわれは茶がすでに三国時代の末期
には新羅に入って来ていたこと，そしてそれが統一新羅の末期近くなっての
再輸入を待って始めて盛行したという事実を知ることができるのである。
茶の故事を伝えてくれるものに，『三国史記』以外にも『三国遺事』があ
り，断片的ではあるものの，随所に記事が見られる。
新羅文運の黄金時代である景徳王３）の治世のときのことである。同王二十
四年三月三日，王が帰正門楼上に臨み，忠談という高僧をお召しになった。
忠談４）が南山の弥勒に供養する茶を，王が一椀を得て味わわれると，その茶
の味わいがまことに風流であり，椀の中で異常な香気が立ち昇ったというの
である。
王御国二十四年・・・三月三日。王御帰正門楼上・・・更有一僧。被衲
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衣，負桜筒（一作荷簣）従南而来。王喜見之。邀致楼上。視其筒中。盛茶具
已。曰汝為誰耶。僧曰忠談。曰何所帰来。僧曰。僧毎重三重九之日。烹茶饗
南山三花嶺弥勒世尊。今茲既献而還矣。王曰寡人亦一甌茶有分乎。僧乃煎茶
献之。茶之気味異常。甌中異香郁烈。（王，国を御すこと二十四年，・・・三
月三日，王，帰正門の楼上に御す。・・・更に一僧あり。衲衣を被い，桜の
筒【一に荷簀とも作る】を負ひて，南より来る。王，喜びて之を見，楼上に
邀致す。其の筒中を見るに，茶の具を盛るのみ。「汝は誰ぞや」と曰ふに，
僧，「忠談」と曰ふ。「何所より帰り来るや」と曰ふに，僧，「重三・重九の
日に，茶を烹れて南山三花嶺の弥勒・世尊に饗す。今，茲に既に献りて還
る」と曰ふ。王，「寡人に亦一甌の茶を分かたんや」と曰ふに，僧，乃ち茶
を煎じて之を献ず。茶の気味，異常にして，甌中の異香，郁烈たり。）
（『三国遺事』巻二景徳王條）
『三国遺事』の年代には錯誤が多いというのは周知のことであるが，しか
し，この記事をある程度まで信用するとすれば，景徳王二十四年（７６５）は，
茶が再輸入されたという興徳王三年より六十三年前のことになる。このとき
に茶がすでに仏供に用いられており，王が賞味されたことがわかる。
茶が仏供に用いられた実例はこの他にもあって，同じく『三国遺事』に，
宝川・孝明二王子が江陵の五台山に入って行き，庵をつくって修行したが，
二王子は毎日早朝には洞中の水を汲んで来て茶を煎じて文殊菩薩を供養した
とある。また同章の下文には，浄居天衆が茶を煮て供献したというような記
述も見える。ただ宝川，孝明がどの王の王子であるかはよくわからない。孝
明というのが孝昭５）であるとすれば，景徳王のはるか以前にすでに仏前供茶
の風があったことが推察できる。
茶は仏に供えるだけではなく，僧侶のあいだでは早くから賞味されていた
のであり，元暁大師６）がその一人である。
全羅道扶安県卞山の甘泉で僧の蛇包が元暁に茶を点じて差し上げたという
巷間の伝説があって，これはまったく根拠のない話ではない。高麗の李奎
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報７）がこの伝説をその『南行日月録』に記している。
傍有一庵。俗語所云蛇包。聖人所昔住也。以元暁来居故。蛇包亦来侍。欲
試茶進暁公。病無泉水。此水従岩罅忽然湧出。味極甘如乳。因甞点茶。（傍
に一庵あり。俗，所を語って蛇包８）と云ふ。聖人の昔住みし所なり。元暁来
りて居する故をもって，蛇包また来りて侍す。試みに茶を暁公に進めんと欲
す。泉水の無きを病む。此に水，岩の罅より忽然として湧き出づ。味極めて
甘く乳の如し。因って甞めて茶を点す。）
（『李奎報集』「南行日月録」より）
元暁は三国時代の末期，統一新羅時代の初めの聖僧であるが，その飲茶の
事実は私の所説を支持してくれる。
新羅時代，茶は僧侶のあいだで愛飲されたために，宮廷ではしばしば茶を
礼幣として高師大徳に贈ることがあった。たとえば『三国遺事』に，景徳王
が月明師９）に「賜品茶一襲」とあり，憲安王１０）が普照禅師１１）に「茶薬迎之」と
記しているのが，その顕著な一例である。
（１）善徳女王：三国時代末期の新羅第七代の女王（６３２～６４７）。ちなみ
に新羅三女王とは，善徳女王の外に第二十八代の真徳女王（６４７～
６５４），統一新羅時代の第五十一代真聖女王（８８７～８９７）。
（２）興徳王：新羅４２代の王。在位８２６～８３５。
（３）景徳王：新羅３５代の王。在位７４２～７６５。
（４）忠談：生没年未詳。新羅景徳王時代の僧。郷歌にたくみであった。
景徳王に召されて帰正門の上で王に拝謁し，弥勒菩薩を供養する茶
を王に進め，王命を受けて「安民歌」を作った。彼が先に作った
「讃耆婆郎歌」とともに『三国遺児』に載って伝わっている。
（５）孝昭：新羅３２代の王。在位６９２～７０１。
（６）元暁大師：６１７～６８６ 新羅時代の高僧。姓は薛。二十九歳で出家し
て６５０年には義湘とともに入唐を試みた。しかし，途中で古墳に一
桃山学院大学人間科学 No. 45
－３３２－
晩宿泊したことから，いっさいのものは心から生じるという悟りを
得て，入唐を放棄した。経論の研究を深め，『金剛三昧経論』『大乗
起信論疏記』などを著した。諸派の仏教哲学を総合した，その思想
体系は中国，朝鮮，そして日本にも大きな影響を与えた。鎌倉時代
にあって華厳宗を再興した日本の明恵上人も尊崇して，その縁か
ら，栂ノ尾の高山寺には『華厳宗祖師縁起絵巻』があって，元暁の
一生をたどることができる。日本の茶園の始まりは栂尾であり，明
恵上人も喫茶をたしなんだが，そこにも元暁の喫茶の影響があるの
かも知れない。あるいは，融通無碍の生き方をして妻をもったが，
親鸞の生き方にも影響があったといえなくはない。
（７）李奎報：１１６４～１２４１ 高麗，高宗のときの文章家。字は春卿，号は
白雲山人，あるいは白雲居士。九歳の時から作文に長じ，経史・百
家・老仏の文献に通じたといわれる。官途に登って，１１９９年，慶
州で反乱が起こると従軍して兵馬録事兼修撰となった。１２３０年，
島に流されたが，後に復帰，顕職を歴任して，門下侍郎平章事を
最後に引退した。『東国李相国集』『白雲小説』『麹先生伝』などが
ある。
（８）蛇包：生没年未詳。蛇福，蛇童，蛇巴とも。慶州の寡婦の子として
生まれ，十二歳になってもことばがしゃべれず，起つこともできな
かったのが名前の由来になったという。母が死んで高仙寺に元暁を
訪ねていって弟子となった。新羅十聖の一人。
（９）月明師：新羅時代の僧。『三国遺事』巻五に彼の逸話が見える。景
徳王十九年（７６０）４月，空に太陽が二つ現われたとき，彼が「兜
卒歌」を作ったところ，その太陽の怪変が消えたので，王は喜ん
で，上質の茶一襲と水精の念珠百八個を授けたという。また，死ん
だ妹のために「祭亡妹歌」を作って霊魂を慰めようとした。笛の名
手でもあり，月の明るい夜，彼が笛を吹きながら歩くと，月もまた
足を止めたという。
文一平『茶の故事』（上）
－３３３－
（１０）憲安王：新羅４７代の王。在位８５７～８６１。
（１１）普照禅師：８０４～８８０ 熊津の人。８３７年，中国に渡って道義大師の
下で修行して帰国，心印宗を立て，迦智山派の第三祖となった。
二．新羅茶の種類
新羅時代，茶を僧侶への贈り物として用いた例として，崔致遠１）が撰述し
た無染国師２）の碑銘に「贄するに茗 を以てし，虚しき月を無からしむ（贄
以茗 ，使無虚月）」と書いている。
茗というのは茶であり， は香である。この碑銘についていえば，憲安王
がまだ世子であったとき，無染国師の高い徳を敬愛して，茶香を贈り物とし
て毎月使者を遣わし，お見舞いしたというのである。
茶と茗の区別は『爾雅』の註に「早く採るを茶となし，晩く採るを茗とな
す（早採為茶。晩採為茗）」とあって同一物をさし，その採取する時日の早
い遅いによって，あるいは茶といい，あるいは茗といって，名称が変わるの
である。しかし，実際には茶を茗といったり，茗を茶といったりして混同す
るのが普通である。
茗が金石文に出て来るのは無染国師より数十年の先輩である真鑑国師３）の
碑銘に「漢茗」と記されているのが最初である。真鑑は新羅文聖１２年庚午
の年（８５０）に七十七歳で寂化した高僧であり，大廉が唐から茶種を再輸入
した興徳王３年戊申の年（８２８）には五十三歳であった。そこで，「漢茗」
云々の記事は大廉のそれと前後することになり，この当時，新羅には土産茶
の他に「漢茗」すなわち中国の茶が珍重され，並用されていたものと思われ
る。
ところで，その当時，新羅人が飲用した茶は抹茶なのか，葉茶なのかとい
えば，『三国遺事』には「煎茶」とあり，『日月録』には「点茶」とあるの
で，前者は葉茶をいい，後者は抹茶をいうことになる。これが事実を伝えて
いるとすれば，葉茶もあれば，抹茶もあったことになる。しかし，葉茶より
も抹茶が主に飲用されたようである。これは他の学者もすでに論じていると
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ころであるが，真鑑国師碑文に「漢茗を供える者があれば，粉をつくること
なく，そのまま石釜に入れて薪で煮る」と，世俗とは違うやり方で供える旨
の記事があって，逆に世俗としては抹茶を飲用したことを示している。
或有以胡香為贈者。則以瓦載 灰。不為丸而 之。曰吾不識何臭。虔心而
已。復有以漢茗為供者。則以薪石釜。不為屑而煮之。曰吾不識是何味。濡腹
而已。守真忤俗皆此類也。（或いは胡香をもって贈をなす者あり。則ち瓦を
もって 灰に載す。丸にして之を することをせず。曰く，我何の臭いか知
らず，心を虔うするのみ，と。また漢茗をもって供ふる者あり。則ち薪を
もって石釜に爨す。屑にして之を煮ることをせず。曰く，吾是何の味か識ら
ず，腹を濡らすのみ，と。真を守り俗に忤くは皆此の類なり。）
（崔致遠撰述「真鑑国師碑文」）
新羅の統一以前，茶が唐から入って来てこのかた，仏へのお供えと僧侶の
飲用と，また贈り物の代用として，茶が香といっしょになって寺刹の中で不
可欠の貴重品となったのである。酒を飲むことを知らない僧侶たちは，酒の
代わり，または薬の代わりに，茶を愛飲する外になかった。
修道者にあって茶の効能は睡魔を追い払い，精神を覚まさせるのみなら
ず，明るい窓と整頓された机，山中の松風の音（明窓浄几，山中松濤）とと
もに，床几の上の香と茶（榻上茶香）が揃ったときにこそ，座禅の幽寂玄妙
なることをいっそう深めることができたのである。飲茶の風が寺院に起源を
もち，僧侶たちにまず広まったのはこうした理由があるのであり，したがっ
て茶道を深く理解することも禅の真髄を得ることなのである。このことこそ
が茶が仏教の盛行した新羅に盛行した所以なのである。
新羅の茶は唐から入ってきて，日本の茶は宋から入ってきたが，年代の前
後はあるとしても，どちらも仏教とともに伝来して，また仏教とともに盛行
した点では同じである。
それでいうなら，仏教が盛行した時代にあって，他の高句麗と百済にも唐
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から茶種が伝来しなかったはずがない。高句麗は北国の寒冷の地であるため
栽培に適さないとしても，百済は南国の温暖の地であるだけに新羅よりもむ
しろ有利な条件をもっている。かつて入ってきて栽培されたのかも知れな
い。しかし，史実が伝わっていない以上，なんともいうことができない。
しかし，智異山を中心に論ずるとき，新羅の故地である慶尚道方面に比し
て，百済の故地である全羅道方面に茶の産地が数多くある。これは四百年前
になった『東国輿地勝覧』にもすでに記録されていることであり，今日に至
るまで相変わらず，全羅道には智異山の他にもすべての名山に茶がないとこ
ろはほとんどないのである。
（１）崔致遠：８５７～？ 新羅末期の学者。字は孤雲，海雲とも。十二歳
のときに唐に渡り，十七歳で科挙に及第して宣州漂水県尉を経て承
務郎侍御史内供奉となり，紫金魚袋を下賜された。８８４年には帰国
して，８９３年には遣唐使に任命されたが，盗賊が横行していて行か
ず，翌年，時務十余条を出して阿 となった。ちなみに菅原道真の
建議によって日本の遣唐使が廃されたのも８９４年のことであった。
その後，乱世に絶望して各地を遊覧して風月を歌い，最後には伽耶
山・海印寺で余生を送ったという。『新唐書』「芸文志」には彼の著
書として，『四六集』一巻と『桂苑筆耕』二十巻があるとする。
（２）無染国師：８０１～８８８ 新羅時代の僧。号は無住。十三歳で僧となり
浮石寺の釈澄に『華厳経』を学んだ。唐に行って名勝古蹟を訪ね，
その行跡から東方大菩薩と呼ばれたという。帰国して烏合寺・大興
輪寺に住んで，聖住山門の開祖となった。
（３）真鑑国師：７７４～８５０ 慧昭。真鑑禅師は諡号。幼くして父母を無く
し，８０４年に唐に行き，滄州の神鑑大師のもとで修行をした。８１０
年，嵩山の少林寺で具足戒を受けた。８３０年には帰国して雪岳山の
長栢寺，智異山の玉泉寺（雙渓寺）に住んだ。
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三．高麗の茶村
高麗の茶について話をする前に，新羅の茶の故事についてさらに一言二言
つけ加えておきたい。それは他でもない，儒仙ともいうべき崔致遠もまた茶
を飲用していたかどうかという問題である。彼の「桂苑筆耕謝探請料銭状」
に「わが国の貿易船が海を渡る。某は茶と薬を買わんとし，家への信に寄附
する（本国使船過海。某欲買茶薬。寄附家信。云々）」という文字があるこ
とによって，茶薬，すなわち茶と薬を唐から輸入して飲用していたことがわ
かる。
今，話のついでに付け加えると，新羅の国仙すなわち郎徒１）たちは茶を飲
用したであろうか。これには的確な史実というものが何もない。しかし，新
羅時代の郎徒たちの遺跡である寒松亭のほとりに石窯や石臼とともに茶泉が
ある。茶泉はいうまでもなく茶に使う泉である。この伝説が『東国輿地勝
覧』に記録されている。
寒松亭畔 有茶泉石窯石臼。即術郎仙徒遺蹟。（寒松亭の畔 茶泉・石窯・
石臼あり。即ち術郎仙徒の遺蹟なり。）
これで見ると，新羅時代の郎徒たちも飲茶したことがわかる。新羅統一以
後には郎徒の勢力は次第に微弱になったが，茶を飲用したのは事実であった
ようである。もしそうであるなら，新羅時代，茶は僧侶の座禅の際の糧食で
あっただけでなく，郎徒が遠遊する際の糧食でもあったことになる。
さて，高麗時代の茶はどうであったか。高麗六代の王である成宗２）が功徳
斎を設けるためにみずから茶を挽いて聖躬を労したというのは『高麗史』に
記された有名な事実であるが，崔承老３）の上疏を見れば，この弊害が早くも
先々代の光宗４）のときから始まったとしている。万乗の至尊として仏に供え
る抹茶をみずから製造するというのは驚くべきことではないか。
しかし，高麗時代は仏教の盛行にともなって歴代の王がみずからを仏陀の
弟子としてへりくだったのである。僧侶の飲用する茶はいっそう広まって，
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いつの間にか，宮廷には茶房という茶をたくわえる官庁ができ，寺院には茶
村という茶にかかわる部落が生まれた。
茶村がどのようなものであったかを理解するために『通度寺事蹟略録』５）を
見よう。すなわち以下の文章である。
寺之四方山川 裨補也者 基地四方周四万七千歩許。各塔長生標合十二。
東有黒石峰 置石磧長生標一。南有沙川布川峰塔。排石碑長生標一。北有冬
乙山 置石磧長生標一。中有仍川机川各排石碑長生標二。右四方長生標
内・・・北冬乙山茶村 乃造茶貢寺之所也。貢寺茶田茶泉至今猶存不泯。後
人以為茶所村也。（寺の四方の山川，裨補となるは，基地の四方の周四万七
千歩ばかり。おのおの塔の長生標合わせて十二。東に黒石峰あり，石磧の長
生標一を置く。南に沙川・布川峰塔あり，石碑の長生標一を排す。北に冬乙
山あり，石磧の長生標一を置く。中に仍川・机川あり，おのおの石碑の長生
標二を排す。右の四方の長生標の内・・・北の冬乙村，乃ち茶を造り寺に貢
する所なり。寺に貢する茶田・茶泉，今に至るまで猶存して泯びず。後人
もって茶所村となす。）
通度寺の両域ははなはだ広く，境界の四標を挙げれば，東には黒石峰があ
り，石を積み重ねた長生標一つを立て，南には沙川峰塔があり，石碑の長生
標一つ立て，北には冬乙山があり，石積みの長生標一つを立て，中央には依
川と机川があり，それぞれ石碑の長生標を立てている。以上が四方に立つ長
生標の内側の境域になる。そして，この四標の内側で，北には冬乙山茶村と
いう，茶を製造して通度寺に納めるところがあり，その茶を栽培する茶田が
あり，また茶をいれる水を汲む茶泉が今日まで残っていて，後人たちはこれ
を茶所村と呼んでいるのである。
これは一説に高麗の靖宗６）のころのものという。年代ははっきりしないが，
この茶村あるいは茶所村が高麗時代になったものであることは確かである。
そして，茶村または茶所村が今日のどこに当たるかといえば，同寺の事跡
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略録に「北茶村坪郊乃居火郡之境地」と記録しており，『三国史記』地理志
に居火というのは即ち彦陽のことであり，今の蔚山郡彦陽面のこととなる。
寺刹に茶を献ずる茶村は，通度寺の他にも多くの大寺が所有していたであ
ろうと推測される。順天の松広寺などにも曹渓山茶として高麗末まで世間で
有名であったから，茶村がなかったとは考えにくい。高麗時代の寺院経済に
おいて茶は無視できない物品であることは注意が必要である。
（１）郎徒：新羅時代の青年集会のメンバーをいうが，新羅では上級貴族
の１５，６歳の子弟を青年貴族集会の指導者すなわち花郎として崇
め，その下に多くの青年たちが花郎徒として集会を結成していた。
（２）成宗：高麗６代の王。在位９８１～９９７。
（３）崔承老：９２７～９８９ 高麗初期の名臣。十二歳の時，『論語』をよく
読むのを太祖が見て，元鳳省学士とした。恵宗・定宗・光宗・景
宗・成宗の歴代の王に仕え，９８８年，門下守侍中となり，清河侯に
封じられた。歴代の王の善悪得失を２８条にわたって論じて王に上
疏したことで有名。
（４）光宗：高麗４代の王。在位９４９～９７５。
（５）通度寺：慶尚南道梁山郡にある曹渓宗の寺。松広寺・海印寺ととも
に韓国三大寺刹の一つ。新羅の善徳女王のころ，入唐した慈蔵律師
がもたらした舎利を奉安して舎利塔を建て，金剛戒壇を設けて創始
された。
（６）靖宗：高麗１０代の王。在位１０３４～１０４６。
四．高麗の茶房
高麗時代の茶村についてはおおよそ述べたので，次には高麗時代の茶房に
ついて述べたい。
茶村は寺院に供給する茶をつくった村落であるが，茶房は宮廷に供給する
茶を専有した官司であった。
もちろん，茶房はそれ自体の性質上，茶以外の酒果のようなものも用意し
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た。宮中で宴会があるとき，茶酒と茶果を用意するのはこの茶房の任務で
あった。
仏教国である高麗の宮廷において年中行事として最大の儀式は春の燃燈
会１）と冬の八関会２）であった。
燃燈会にも八関会にも進茶の礼式があったが，燃燈会では大会日にだけ進
茶をし，八関会では小会日にも大会日にも進茶を行った。
進茶というのは，わかりやすくいえば，酒果食膳を差し上げる前に，王さ
まが茶をお命じになると，侍臣がすなわち茶を差し上げることである。この
とき，執礼官が殿に向って召しあがるように畏まって勧める。酒を差し上げ
て食事をお勧めするときも，執礼官がやはり殿に向ってかしこまってお召し
上がりになるように勧めるのは同様である。
このとき，王さまはかならず太子以下，侍臣たちに茶を下賜なさるのが常
例になっていた。そうして，茶が太子以下，侍臣たちまで至ると，執礼官が
拝礼することを請うた。すると，太子以下が王さまから賜った恩恵に感謝す
る意を込めて再拝を行う。執礼官が飲むようにいうと，太子以下がみなその
茶を飲むのである。茶をみなが飲み終わったら，揖をする。太子以下に酒食
を下さるときにも，その例式はこれと同じである。
・・・上命近侍官進茶。執礼官向殿躬身勧。毎進酒進食。執礼官向殿躬身
勧。後皆倣此。次賜太子以下侍臣茶。茶至。執礼官賛拝。太子以下再拝。執
礼官賛飲。太子以下皆飲訖揖。毎設太子以下侍臣酒食。左右執礼賛拝賛飲賛
食。後皆倣此。（上，近侍の官に命じて茶を進ぜしむ。執礼官，殿に向ひて
身を躬まって勧む。酒を勧め食を勧むる毎に，執礼官，殿に向ひて身を躬
まって勧む。後に皆此に習ふ。次に太子以下侍臣に茶を賜る。茶至れば執礼
官拝を賛め，太子以下再拝す。執礼官飲を賛め，太子以下皆飲み，訖れば揖
す。太子以下侍臣に酒食を設くる毎に，左右の執礼，拝を賛め，飲を賛め，
食を賛む。後に皆此に倣ふ。） （『高麗史』６９礼１１上元燃燈会儀）
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これは燃燈大会日の進茶の礼式であるが，八関小会日および大会日の進茶
の礼式も大体において燃燈大会日のそれと大同小異である。ただし，八関会
では進茶の他に茶食までがあって，その準備と進茶については茶房吏員たち
が行った。
燃燈会および八関会は，その儀式が豪華絢爛としていて，献花，奏楽，舞
踏，その他さまざま，戯劇までを含み，この大祭典は国家的にもはなはだ重
視され，それが執り行われるときには，かならず三京留守，東西兵馬使，八
道の牧使，四人の都護が表を奉って入賀したし，特に八関大会日には宋の商
人を初めとして，東西の女真，耽羅の諸藩などまでが来て朝賀したのであ
る。
こうした国家的規模の大祭典の儀式においてかならず茶が使用されたこと
はぜひ注意しておかなければならない。
しかし，高麗時代には燃燈会と八関会にだけ茶が使用されたわけではな
い。それ以外の大礼式でも茶は用いられた。たとえば，王子と王姫の冊封の
儀式，また公主の降嫁の儀式にはかならず進茶の礼式があった。
・・・賓主相揖就座。進茶訖。酒至。執礼官引賓主。出就褥位。主人請献
賓。賓辞。主人請献至于三。賓称不敢辞・・・又再拝訖。各就座。進茶。設
酒食如初。（賓主相ひ揖して座に就き，茶を進め訖んぬ。酒に至る。執礼官，
賓主を引いて，出でて褥位に就く。主人賓に献ぜんことを請ふ。賓，辞す。
主人，献ぜんことを請ふて三たびに至る。賓，敢えて辞せずと称す。・・・
又，再拝し訖んぬ。おのおの座に就く。茶を進ず。酒食を設くること初めの
ごとし。） （『高麗史』６７礼９ 冊王子王姫儀）
これは王子・王姫の冊封の儀のときの進茶の一例であるが，公主の降嫁の
儀式の際の進茶の例というのは次のようなものである。
・・・賓主相揖就座訖。設茶酒。酒至。賓主具興献酬訖。設食礼畢。罷宴。
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（賓主相ひ揖して座に就き訖んぬ。茶と酒を設く。酒至る。賓主具に献酬し
訖んぬ。食礼を設け畢んぬ。宴罷む。） （『高麗史』６７礼９ 公主下嫁儀）
この公主の降嫁の儀式にも王子・王姫の冊封の儀式で見たのと同じように
酒食の前にかならず茶が用意されたが，これは国家として規定した礼式で
あって，変えることのできないものであった。
こうして見ると，茶は酒果とともに高麗の宮廷の生活の上で重要な飲食物
の一つであった。そこで，茶の供給のために茶房という官司まで置かれたの
だが，その理由というのはこれで明らかであろう。
（１）燃燈会：当初は上元（１月１５日），ときには２月の夜，仏に燈火を
ささげ音楽と踊りで楽しんで国家の泰平を祈った。本来は仏教儀礼
であったが，農村の火祭り行事と結びつき，国家的な祭礼となっ
た。高麗末期から朝鮮時代には４月８日の釈迦の誕生日に行うよう
になった。
（２）八関会：新羅時代からその名称は見え，仏教入信者に八戒を授ける
儀式であったが，天霊・五岳・名山・大川・竜神など土俗的な神を
祭り豊饒を祈った。例年，１１月１５日前後の二日間，第一日に小
会，第二日に大会が行われた。朝鮮時代に反仏教政策によって廃止
された。
五．宋人の高麗茶房
高麗の茶のことが宋人の記録に現れるのは孫穆の『鶏林類事』１）と徐兢の
『高麗図経』２）においてである。
『鶏林類事』はその大部分が消失し，ただ方言を記した部分だけが残って
いて，茶に関してはわずかに，高麗では茶をタといい，茶匙をタスルとい
う，というだけのものである。
茶曰茶。茶匙曰茶戌。 （『鶏林類事』）
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茶匙をタスルとするのは現代語でも同じであるが，茶をタというのは現代
語の「チャ」とは違っている。『鶏林類事』の記事が正しければ，茶はもと
もと朝鮮のものではないので，朝鮮語がなく，高麗朝までは唐音のまま
「タ」といっていたのが，後世に徐々に変化して「チャ」というようになっ
たのではないか。しかし，これはわたしの臆測であり，「タ」が「チャ」に
転変する類例がなく，これはまだ疑問のままに保留して置くほかはない。
『高麗図経』はその著者の徐兢が宋使に従い，仁宗のときの高麗に来て，
長いあいだ松京（開城）に滞留して書きとめた記録である。その中で茶の気
味からその器具，烹試およびその飲法まで詳細に記している。彼はこの書物
の器皿篇に茶俎を順に設けて，その始めに「土産の茶は味が苦くて渋く，口
に入れることができない」といって高麗茶を貶しめている。高麗茶にはこの
ように佳品がないので，高麗人は「ただ中国の臘茶とともに龍鳳賜団を貴重
なものと考え，宋国から来る贈り物の外に宋商からも購入している」として
いる。「臘茶」というのは臘月前後に採取する葉茶であり，「龍鳳賜団」とい
うのは当時の宋帝室御用の高貴なる茶として国際的な礼物として入って来る
ことがあったとしても，それでもやはり不足して，宋の商人から購入された
ようである。
この書物はさらに茶具についても記していて，「そのために，近来はあま
りに茶を飲むことを喜んで，いっそう盛んに茶の道具を集め，金花烏盞（鍍
金の黒い盞），翡色の小甌（青磁の小碗），銀爐，そして湯を沸かす小釜な
ど，みなひそかに中国の制度をまねたものだ」としている。これで見ると，
高麗時代に飲茶の風が盛行するにしたがって，さまざまな茶の道具を作りだ
され，翡色の小甌や金花烏盞のような高麗磁器の発達を促進したことがわか
る。
書物はさらに烹試と飲法について記し，「おおよそ宴会があれば，庭中で
湯を沸かし，銀製の蓋で覆う。そうして茶を客人の前に進めるときには，歩
みを遅くして持って行く。接待員が，『茶を客人に差し上げます』といった
後に，初めて客はそれを味わうのが法である。そして，いつであっても，冷
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めた茶を飲むことはない」とある。これは高麗の特殊な飲茶の風俗で，宋人
の目には奇異に写ったようである。
さらに，その下に続けて，「館中で紅俎，すなわち紅い卓の上に茶の道具
を並べて置き，その上を紅紗の布巾で覆っておく。毎日三度ずつ茶を供した
後には，また暖かい湯をもって来る。高麗人は暖かい湯を薬だと考えてい
て，使節がその茶をすっかり飲みほせば喜び，飲みほさなかったなら傲慢に
構えているとして不快な気分を顔色に表す。そこで，いつもつとめて茶を飲
んだ」とある。
この数行の茶に関する記事は当時の高麗の貴人たちのあいだで流行した茶
道について，今日の我々をしてまるで眼前に見ているかのような実感を与え
てくれるものである。今，以下にその原文をそのまま掲げる。
茶爼
土産茶。味苦渋不可入口。惟貴中国臘茶並龍鳳賜団。自錫賚之外。商賈亦
通販。故邇来頗喜飲茶。益治茶具。金花鳥盞。翡色小甌。銀爐湯鼎。皆竊効
中国制度。凡宴則烹於庭中。覆以銀荷。徐歩而進。候賛者云 茶 乃得飲。
未甞不飲冷茶矣。館中以紅俎。布列茶具於其中。而以紅紗巾羃之。日甞三供
茶。而継之以湯。麗人謂湯為薬。毎見使人飲悉必喜。或不能悉以為慢已。必
怏怏而去。故常勉強為之啜也。（土産の茶，味苦渋にして口に入るべからず。
ただ，中国の臘茶ならびに龍鳳賜団を貴ぶ。自ずから錫賚の外，商賈または
通販す。故に邇来頗る飲茶を喜び，茶具を益々治む。金花鳥盞，翡色小甌，
銀爐，湯鼎，皆竊かに中国の制度を效ふ。凡そ宴すれば則ち庭中に烹る。覆
ふに銀荷をもって，徐歩して進ず。候参者は云ふ，「茶は く乃ち飲を得よ」
と。未だかつて冷茶を飲まざることなし。館中，紅爼を以てし，その中に茶
具を布列す。紅紗の巾を以てこれを羃ふ。日に三供茶を甞む。而してこれに
継ぐに湯を以てす。麗人謂ふ，「湯，薬となす」と。人をして飲を悉さしむ
るを見る毎に必ず喜ぶ。或いは悉すこと能はざれば，以て己を慢るとなす。
必ず怏怏として去る。故に常に勉強し，これを啜らしむるなり）
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（『高麗図経』３２器皿）
（１）『鶏林類事』：宋の孫穆の著書。刊行年代は未詳。高麗粛宗時代
（１０９５～１１０５）に著者が開城にやって来て，当時の言語３５３を収集
記録しており，高麗時代の言語研究に貴重な資料となるとされる。
（２）『高麗図経』高麗に関する中国の宋の徐兢の見聞記。正しくは『宣
和奉使高麗図経』，１１２４年撰。４０巻。徐兢は１１２３年，宋の国信使
の随行員として高麗に来て，約一カ月滞在，帰国後その間の見聞を
まとめて徽宗に献呈した。全２９部門に分けて高麗時代の制度・文
物・風俗を記録している。もと，その名の示すとおり，図と説明文
（経）からなっていたが，図は現在に伝わっていない。
六．高麗茶と中国茶
『高麗図経』の茶の記事は１７代仁宗の元年（１１２３）になったもので，こ
れによって我々は高麗中葉の茶の風俗の全貌をよくうかがうことができる。
すでに述べたように，茶の道具を競って尊ぶために高麗青磁のような天下
の逸品が創造されるに至ったのは，飲茶の風俗がもたらした芸術上の好まし
い影響である。それと同時に注意すべきなのは，飲茶が極めて盛んであった
高麗一代にあっても，むしろ貴人たちのあいだでは宋茶の購入が行われ，土
産茶の改良がはかられなかったということである。これは茶がわが国で産業
化されなかった明証だといえよう。
宋茶の龍鳳団は宋においても貴重であったが，それが宋から高麗王室にも
たらされた最初は１１代文宗の３２年（１０７８）である。この文宗のときから仁
宗の元年に至るまでのほぼ４５年間に高麗の貴人たちと富豪がこの龍鳳茶を
初めとしてその他の宋茶をどれほど多量に輸入し，またそのことによってど
れほど多くの高麗の財物が流出していったか，おそらくその額は巨大なもの
であったろう。
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文宗三十二年六月。宋国信使左諫議大夫安 ，起居舎人陳睦等到。・・・・
別賜龍鳳茶一十斤（文宗三十二年六月，宋国の信使左諫議大夫安寿・起居舎
人陳睦等到る。・・・別して龍鳳茶一十斤を賜る。） （『高麗史』世家）
その後，睿宗のときにも宋朝から贈られて来た龍鳳茶が宰臣たちに下賜さ
れている。宋朝から贈り物として来る以外に宋の商人たちから購入した事実
は「自賜賚之外，商賈亦通販」という記録によっておのずと明白であるが，
ただその数量が表示されていず，漠然と想像するしかないのが遺憾である。
いずれにしろ，新羅時代を経て高麗時代には飲茶の風習がいっそう盛んに
なって，国産茶も多く栽培されるようになり，中国茶もまた多量に輸入され
たであろうことは動かすことのできない事実である。
国産茶の中では孺茶と脳原茶といった名称が見られる。孺茶というのは文
字通り幼い茶という意味で，高麗の人である李奎報が晋州の花渓から産する
早芽茶に付した名称であり，今日の雀舌茶のことであると，『詩格註』には
記している。
「孺茶」。晋州花渓有早芽茶。今之雀舌茶也。李奎報号為孺茶。（晋州の花
渓に早芽茶あり。今の雀舌茶なり。李奎報，号して孺茶となす。）
（『詩格註』）
そして，脳原茶というのは高麗の靖宗の年代に契丹に礼物として贈ったも
ので，国産茶であることに間違いがないが，その名称の由来はわからない。
しかし，この脳原茶が成宗のときに早くも崔承老１）の賻儀に使用され，文宗
の時代になると，崔輔成２）ら八十歳以上の国老に下賜されたと『高麗史』に
記録されている。
成宗八年卒。年六十三。王慟悼。下教褒其勲徳。贈太師。賻布一千匹。麪
三百碩。粳米五百碩。乳香百斤。脳原茶二百角。大茶一十斤。（成宗八年に
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卒す。年は六十三。王，慟悼す。下教して其の勲徳を褒む。太師に贈るに，
賻布一千匹，麪三百碩，粳米五百碩，乳香百斤，脳原茶二百角，大茶一十
斤。）
（『高麗史』崔承老伝）
これは崔承老の賻儀として見える脳原茶についてだが，崔輔成らに礼物と
して与えられた脳原茶というのは次のようにある。
文宗三年。饗八十以上国老尚書右僕射崔輔成。司宰卿趙３）太子 事李沢
成４）等於閤門。王親臨賜酒。仍賜輔成。等公服各一襲。 頭二枚。脳原茶
三十角。沢成公服一襲。許令閤門乗馬出正衙。三老固辞。（文宗三年，八十
以上の国老，尚書右僕射崔輔成・司宰卿趙・太子 事李沢成等を閤門にお
いて饗す。王親しく臨んで酒を賜る。仍て輔成・等に公服各一襲， 頭二
枚，脳原茶三十角，沢成に公服一襲を賜る。閤門を乗馬にて正衙に出づるこ
とを許さしむ。三老固く辞す。）
（『高麗史』世家）
また契丹への礼物として贈った脳原茶については，
靖宗四年金元冲，自契丹還・・・詔曰省所上表謝恩。令朝貢茶並進捧金吸
瓶。銀薬瓶。 頭紗紵布。脳原茶。大紙。細墨。龍鬚 席等事具悉。（靖宗
四年，金元冲，契丹より還る。・・・詔して曰く，上表するところを省みて
謝恩せんと。朝貢の茶，並びに進捧の金吸瓶・銀薬瓶・ 頭紗紵布・脳原
茶・大紙・細墨・龍鬚 席等の事，具さに悉す。）
（『高麗史』世家）
とある。
以上，列挙した中で，崔承老の賻儀としては脳原茶二百角とある。崔輔成
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の礼物には脳原茶三十角とあって，どうして斤ではなく角なのであろうか。
角はあるいはカクの略字なのではないか。これについては鮎貝氏５）に詳しい
研究がある。鮎貝氏によれば，「角」は高麗俗語の「片」すなわち「かけら」
の意味に解釈される。脳原茶は葉茶ではなく，餅様に発酵させて作られた茶
であり，餅様の一切れが一角となるわけだが，ただ何角が一斤に当たるかは
わからないというのである。これは卓見といわなければならない。
このように国産茶の中には脳原茶のような特殊な名称をもった優れた品も
あり，国内のみならず，国際的な贈り物としても用いられてきたのである。
（１）崔承老：９２７～９８９ 高麗初期の名臣。諡号は文貞。１２歳で論語を
読むのを太祖が見て元鳳省学士とした。太祖・恵宗・定宗・光宗・
景宗・成宗の六代の王に仕え，９８８年には門下守侍中となって清川
侯に封じられた。歴代の王の善悪得失を２８条にまとめて王に献上
した。６３歳で亡くなると王ははなはだ哀しんで太師の号を贈った。
（２）崔輔成：？～１０５２ 高麗の文臣。１０１０年，契丹が康兆が穆宗を殺
したことを口実に侵入してくると，少府少監として出陣した。尚書
右丞を経て１０３４年には尚書左僕射にまで至った。
（３）趙：『高麗史』には上に掲げる文宗三年（１０４９）の記事以外に，
文宗即位年（１０４６）の八月，右僕射の趙に老年をいたわるために
酒食衣服を賜ったという記事が見える。
（４）李沢成：『高麗史』には上の記事以外に，顕宗二年（１０１１）の八
月，李沢成を殿中侍御史に任じたという記事が見える。
（５）鮎貝：鮎貝房之進。１８６４～１９４６宮城県出身。伊達家御一家筆頭の
家に生まれ，次兄には落合直文がいる。東京外国語学校朝鮮語学校
に入学，１８９４年には朝鮮に渡り，言語学的なアプローチから朝鮮
古代の考証を行い，数多くの著書・論文を残した。
七．産業化されなかった理由
孺茶は高麗時代の国産茶の中で最高の逸品である。
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これは早春のまだ残雪のころ，芽生えたばかりの嫩芽の茶であり，その香
気と甘味が格別であるので，王室の御用茶であったのである。
南方の人が孺茶を採取し，精製して，まずは高麗王室に進上する。王室か
らしばしば宰臣や禅師などに下賜されることがなくもなかったが，一般では
なかなか求め得ることのできない貴重な品であった。
このように珍貴な孺茶をある禅師が李奎報（高麗明宗朝）に礼物として
贈ったとき，飲茶を愛好する風流詩人である彼は喜びに堪えず賛辞を尽くし
た。
その禅師が誰であるかといえば，老珪１）という雲峰に在住した高僧であっ
た。彼は孺茶を贈るかわりに詩を作ってくれるように請うたので，李奎報は
それに応じて孺茶についての長編古詩二首を作って禅師に謝意を表し，また
さらに三首を作って同好者とたがいに応酬した。
この長編古詩五首を通して当時の高麗の茶の様子をもっともよくうかがい
知ることができる。その詩によれば，まず一として，孺茶の採取がはなはだ
困難であることがわかる。というのも，それは茶畑の種生ではなく，山中の
野生のものを採取するものだからである。猛獣の出没を意に介さず，深山幽
谷に冒険して入って行き，山ぶどうのつるや雑草をかき分けて孺茶を摘む。
南人不曾怕 ，冒険衝深捫葛 。
（南人かつて を怕れず，険を冒し深を衝いて葛 を捫く。）
二に，孺茶の製法ははなはだ難しい。というのは，それを採取するのに大
変な苦労があるというだけではなく，採取した後にも幾千幾万の嫩芽の茶を
集めて餅のような形に作り上げるのであり，珍貴な一餅は千金に値し，手に
入れるのが容易ではなかった。
摘万粒成一餅。一餅千金那易致。
（万粒を摘んで一餅を成し，一餅は千金，なんぞ致し易からん。）
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三に，孺茶の包装ははなはだ優美であった。それはいうまでもなく貴重品
であったから，玉色の箱の中に入れて紫の飾り紐でしっかりゆわいつけて
あった。
為清香先発洩。牢 縹箱纏紫 。
（清香先づ発して漏るるために，牢く縹箱に ざし紫の を纏ふ。）
四に，孺茶の奸商が横行していたことで，これは昔も今も，良い物件は利
益が多大であるために，悪い物件でもって良い物件として売ることがあった
からである。当時，孺茶は珍品として高価だったので，孺茶でないものを孺
茶として売りさばき，彼らの術中に陥れられることが多かったのである。
近遭販鬻多眩真。競落黠商謀計裏。
（近ごろ販鬻の多く真を眩すに遭ふ。競ひて黠商の謀計の裏に落つ。）
五に，茶税の誅求が厳しかったこと。その当時，茶の所産地であった花渓
では茶を採取するとき，官では家ごとに老若を問わずに徴発した。徴発され
た人びとは山の中に大勢で入って行き，茶を摘み集めてソウルまで背負って
行くのである。これでは茶ではなく，その実は人びとの膏血である。人びと
の肉を割いて食べるのに等しい。
因論花渓採茶時。官督家丁無老稚。瘴嶺千重眩手収。玉京万里肩致。此
是蒼生膏與肉。臠割万人方得至。
（因って花渓の茶を摘む時を論ずるに，官督家に丁するに老も稚もなく，
瘴嶺千重に眩して手づからに収め，玉京万里に肩をうして致す。此れは
是，蒼生の膏と肉，万人を臠き割って方に得るに至る。）
我々がここで注意すべきことは四と五である。すなわち，茶が高麗時代に
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は贈り物として一歩を踏み出し，商品として売買されて，需要と供給の関係
が普遍化されたので，その反面，官衙の誅求もはなはだしくなり，そのため
に人びとへの弊害も甚大であったことである。このことが高麗茶が商品化は
されても，産業化されるまでには至らなかった，唯一の原因とはいえずと
も，主要な原因ではないかと，わたくしは考えている。
ともあれ，李奎報はこれを大いに憤慨して，山野を焼き払って茶貢をなく
せば，南の人は始めて安堵するであろうから，君が諫官になったならまずこ
のことを上疏せよと，その友人に懇切に頼んでいる。
李奎報が孺茶詩にこのような茶に関する重要な史実を書き留めていること
は，詩としてよりも史料としていっそう貴重であるといえる。
（１）老珪：ここに書かれていること以上は未詳。
八．碾茶磨と煎茶具
無知な役人の過酷な誅求は茶の産業化を妨害する一因をつくったが，それ
は高麗時代にだけそうだったのではなく，朝鮮時代においても同様であっ
た。
智異山の海松子を官がきびしく要求したために，住民はそれを別のところ
で買い求めて貢に充てたという例があり，咸興の聞香梨を役所が誅求したの
で，人びとがその木をすべて伐採してしまったという例まである。茶につい
ても，良い茶があれば，かならず役人の搾取をともなったので，それをあた
かも虎狼のように怖れて，人びとはそれを隠蔽することもあった。しかし，
李朝官人の侵虐は次回にまわして，ここではふたたび高麗時代の茶の故事を
続けよう。
高麗時代は新羅時代以上に葉茶よりも抹茶が流行した。抹茶は葉茶を挽い
て粉をつくるもので，茶といえばほとんどこの抹茶を意味するほどに盛行し
た。
抹茶を作る器具は碾茶磨，あるいは省略してただ茶磨とだけいうが，これ
は高麗時代の名士の詩句にも見られるもので，高麗の古都である開城で発見
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された茶磨を見ると，その実物がどのようなものであったかがわかる。簡単
にいえば，一種の石製の碾き臼の類であるが，普通の臼とはその形がわずか
に異なる。いずれにしろ，高麗人はこの茶磨で茶を挽いて粉末をつくり，湯
水に溶かして味わったのである。高麗の明宗のとき，李奎報の「謝人贈茶磨
詩」に次のようにある。
琢石作弧輪。廻旋煩一臂。
（石を琢きて弧輪を作り，廻旋に一臂を煩わす。）
（『李奎報集』）
ここでは石製の丸い輪を一つの腕でまわしている碾茶の光景を描いてい
る。ほぼ同時代の李仁老１）の「僧院茶磨詩」にも次のようにある。
風輪不管蟻行遅 月斧初揮玉屑飛。
まはら
（風輪管ず蟻行して遅し。月斧初めて揮い玉屑飛ぶ。）
（『補閑集』）
臼をまわして，回すたびに白い玉の屑が飛び散る，茶磨で抹茶をつくる様
子を描写している。
高麗時代の名公巨卿や文人学士の遺した文集を探せば，この他にも茶の故
事が多くあるであろうが，あまりに煩雑なので止めておき，その当時の茶に
用いる器具について一言述べておきたい。
『図経』にいう銀爐湯鼎というのは銀製の火爐の上の湯水の小釜を意味し
ている。湯鼎そのものがどのような形か，また何で製造されているかは説明
されていないので，まったく推測することができない。
『図経』の湯鼎についていえば，かなり後のことになるが，李奎報の「鉄
瓶煎茶詩」を見ると，それがいったいどのようなものであったか推測できな
いわけではない。鉄瓶は文字通り鉄制であることは間違いないが，瓶の口は
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細くて長く，その胴は張りだしていて，しかし，その口ははなはだ狭く，胴
には柄がついている。今，その「鉄瓶詩」の形容するところを書き記すと次
のようになる。
喙長鶴仰顧。腹脹蛙怒逬。柄似蛇尾曲。項如鳧頭癭。
（喙は長く鶴の仰ぎ顧るごとく，腹は脹れて蛙の怒逬するがごとし。柄は
蛇の尾の曲れるに似て，項は鳧の頭の癭あるがごとし。）
（『李奎報集』）
これによれば，漠然とではあるが，茶であつかう器具がどのようなもので
あったかを窺うことができる。
その当時，鉄瓶に限って茶をあつかったかといえば，そういうわけでもな
い。李奎報が死んで百余年後のことであったが，鄭夢周２）の詩の中に石鼎の
煎茶のことが見える。石鼎というのはその構造と形がどのようなものであっ
たかわからないが，鉄瓶の外にも石鼎があったという事実がわかる。鄭圃隠
は飲茶の癖があり，静かな書斎にひとり横たわり，石鼎に茶のたぎる音を聴
いて三昧に入るのを一種の道楽としていた。彼はかつて石鼎の煎茶を詩にし
ている。
石鼎煎茶
報国無功老書生。喫茶成癖無世情。幽斎独臥風雪夜。愛聴石鼎松風声。
（国に報いるに巧なし，老書生，喫茶は癖となって世情なし。幽かな斎に
独り臥す，風雪の夜，石鼎の松風の声を聞くを愛す。）
（『圃隠集』）
鄭圃隠は高麗末の精忠のソンビであり，わが国の性理学の祖として推奨さ
れる人物であるが，儒教哲学である周易を愛読して，周易を読むときには石
鼎で茶を煎じるのが常例であった。彼は「読易」という題のもとでまた石鼎
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煎茶を詠んでいる。
読易
石鼎茶初沸。風爐火発紅。坎离天地用。即此意無窮。
（石鼎の茶初めて沸き，風爐火を発して紅なり。坎と离は天地の用，すな
こころ
わち此れ意は無窮。）
（『圃隠集』）
石鼎による煎茶が鄭圃隠の風流であり，鉄瓶による煎茶が李相国の風流で
あったと対照してみるとき，いっそう滋味が深まろう。
（１）李仁老：１１５２～１２２０ 高麗の明宗の時に活躍した学者。幼い時から
聡明で文章と書に優れていた。鄭仲父の乱のさいに出家したが還俗
して，１１８０年には魁科に及第，秘書監右諫議大夫まで上った。詩
話・文談・記事および自分の作った作品を集めて『破閑集』と題し
て刊行した。韓国の稗史小説の作品といえる。
（２）鄭夢周：１３３７～１３９２ 高麗末期の文臣。対明関係の修好に功績があ
り，倭寇の取り締まりを求めて来日したこともある。李成桂（李朝
の太祖）推戴の動きを見て，高麗王朝を支えようと尽力したが，成
桂の息子の李芳遠（後の太祖）の手の者によって殺された。
＊文一平について，『韓国人物大事典』（中央日報出版法人中央M&B）を以
下に訳出することで紹介に変える。
【文一平】１８８８～１９３９
史学者・言論人。本貫は南平。号は湖岩。平安道の義州出身。天斗の息
子。１９０５年，留学して日本の明治学院で李光洙とともに学んだ。１９０８年，
帰国して，平壌の大成，義州の養実，ソウルの 新学校で教鞭をとる一方，
光文会に関与した。１９１１年，政治学の研究を目的として日本の早稲田大学
桃山学院大学人間科学 No. 45
－３５４－
に入学した。このとき，安在鴻・金性洙・張徳秀・尹弘燮などと交遊した。
１９１２年，中国に渡り，主に上海のフランス租界で生活した。中国新聞社の
大共和報に勤務して論説を書くこともあった。洪命熹・趙素昂・鄭寅普など
と同居，教学に意を注ぎ，朴殷植・申圭植・申采浩らとともに博達学院を建
てて後進の教育に力を尽くした。この時期に民衆・言論・仏教にたいする認
識を新たにした。中国から帰国した後，中東・中央・培材・松都などの学校
で教育活動を行う一方，『朝鮮日報』『中外日報』『開闢』などに文章を載せ
て歴史に対する関心を高揚させた。１９２５年，歴史研究のために日本に留学
したが，一年にも満たずに帰国した。１９３３年，『朝鮮日報』の編集顧問に
なってからは言論を通して歴史の大衆化に力を注いだ。われわれの歴史の中
に民族文化あるいは民族精神を尋ねこれを広く普及させようという努力は死
ぬときまで継続した。歴史研究は主に１９３０年代になるものである。日帝の
わが国に対する精神的・内面的侵略がますます激しくなって，国学研究がそ
の下地から揺らいだ時期に，歴史研究を通して言外の意味を強調したのであ
る。歴史的事実の根源的研究よりは歴史性の付与に関心をおき，歴史的知識
の整理と意味の普及に力を尽くした。彼の論述が備えている性格は次のよう
に要約することができる。まず第一に分野の多様性である。彼の歴史研究が
目指した究極的目的が歴史知識の普及にあったために，朝鮮学の対象になる
ことであれば，選ぶことがなかった。わが国の自然・史跡・芸術・風俗な
ど，他の者が顧みない分野を広く渉漁して，民族の長所を発見して，これを
民族の未来開拓に活用させるためであった。第二に，論述の題目自体が叙述
性を備えている。「漢陽朝の政治家群像」「史上の奇人」「史と詩の都 江華」
などにそれを見ることができるが，民衆がたやすく接近することができる題
目を採っている。第三に，ほとんどが短文でなっている。「対美関係５０年
史」などの数編は例外であるとしても大部分彼の著作は短い。第四に，平易
な文体での叙述である。彼の史風に見ることのできるもっとも大きな長所は
歴史的事実を完全に消化した上で，それをやさしく表現していることであ
る。第五に，はなはだ客観的な論調によって民族的な誇りを高揚させた。こ
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れはまず民族史を優先して反省的に考察したためである。第六に，民族史の
中でも対外関係史，特に近世外交史研究に力を注いだ。このような歴史研究
は民族史の反省的な側面と民族魂の発掘的な側面からなっている。民族史に
現れた派争的な面を指摘してもいるが，これを性理学の名分論と義理論とに
結び付けることによって，植民史学者たちの党派的な問題とは趣を異にして
いる。また，当時の民族主義的史学者の韓国史の長所を発見する努力ともち
がって，民族史の省察と反省に力点を置いている。そして，他の民族主義史
学者たちと同様に，民族主義・民族精神の鼓吹によって，歴史研究の最終結
集で一元的な精神を提示している。「朝鮮心」というのがまさにそれである。
朝鮮心は抽象的な観念論を棄てて，多分に現実性を内包していた。朝鮮心の
結晶をハングルに見て，朝鮮心は世宗によって具体的に表現されたとしてい
る。また，実学の実事求是の精神を自我の再検討・再樹立と見て，朝鮮心の
再現であると考えている。結局，朝鮮心はわれわれの歴史の隅々まで尋ねる
ことができるだけでなく，無知な民衆であってもたやすくもつことができる
ものを指している。すなわち，民衆優先，実利優先の精神を備えていること
を強調したものである。最善の外交姿勢として打算と実利を優先している点
で，その史学精神は純粋性よりも強い現実性を帯びている。旧史の批判を通
して独特な史論を展開するよりは歴史を興味深く提供して，歴史の大衆化に
力を注いでいる。民族史に対する反省と民族魂の発掘を究極的な目標として
も，誇大と付会，独断を排除している点で大きな意味を賦与することができ
る。
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